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組織・訓練・演習の面から見た
ノルウェーの油流出対応の準備状況

――準備は整っているか

Senior Adviser Ole Kristian Bjerkemo

概要

• 地形、天候、気候

• ノルウェーの油流出対応に

関する法的根拠

• ノルウェー沿岸管理局の

背景と責任

• ノルウェーの油流出対応

—活動と協力体制

• 次なる事故に対して、

いかに対策を準備するのか

• 準備態勢の改善

• 結論
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地理的な責任範囲

• ノルウェー領土

– 内陸および12海里までの
領海

• 経済水域

– 200海里又は国境線

• スヴァールバル諸島とベア島

– 200海里漁業保護水域

• ヤンマイエン島

– 200海里漁業保護水域

油流出対応のための法的根拠

汚染防止法（1981年）

主要原則 ― 突発的な一過性の汚染

• 「汚染者負担」
• 通知の義務
• 緊急対応システム
• 緊急時対応策の要件
• 対応の義務
• 支援提供の義務

• 情報提供の義務 .

石油生産活動における健康、環境および安全に関する規則
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ノルウェー油流出対応の3本柱

• 民間（産業界）レベルの準備 –オフショア石油産業
– 気象汚染管理局（Klif）が準備態勢の監督機関

– 操業企業は活動の責任を負う

– NOFO（ノルウェー操業会社クリーンシー組織）が油流出対応

リソースを提供する

• 自治体レベルの準備
– それぞれの地方自治体における準備

– 34の自治体間準備地域に編成

• 政府レベルの準備
– ノルウェー沿岸管理局が政府準備体制の責任機関

ノルウェー沿岸管理局（NCA）

• 漁業沿岸省に属する官庁

主な任務

• 水先案内および船舶航行部局（VTS）
• 航行支援

• 沿岸水路と漁港の建設・改良・維持管理および
輸送計画活動

• 突発的な一過性の汚染―海上と海岸
– 政府による油流出対応の管理、主に船舶および難破船からの

流出

– 国家緊急時対策の調整

– 産業および地方自治体による油流出対応活動の規制当局
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突発的な一過性の汚染に対する
NCAの緊急対応

• 下記について24時間対応
– 汚染取締法の範囲内における

汚染者による一過性の汚染の

取扱を記録、支援および監視

– 他の機関および警察とともに

違法な流出を追跡する

• 政府の緊急対応態勢を動員
して対応本部を設置する Photo: Bonn Agreement

利用可能なNCAの全資機材

• 下記を含む16ヵ所の主要集積所と
10ヵ所の補助集積所
– オイルフェンス45,000メートル
– 油回収装置（スキマー） 140基
– ボート、海辺清掃機器等

• 4隻のNCA油回収船

• 4隻の緊急牽引船+沿岸警備船

• 1機の偵察用航空機

• オイルフェンス・スキマーおよび
ポンプ装置付きの沿岸警備船8隻
（2010年には12隻）

• 民間請負者および石油産業（洋上生産設
備および製油所）等との協定
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NCAの物資集積所

NOFOの

物資集積所

補助の物資集積所
その他民間の物資集積所

主要資機材の集積所

他の組織との協力

沿岸警備局
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どうしたら準備を整えることが出来るか？ 大規模演習

物資集積所の訓練

地方自治体コース

訓練と演習（1）
• 「ØDS」（「倉庫演習」）

• 数回の大規模な包括的演習

• 政府と産業の合同演習
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訓練と演習（2）

• 油流出対応は沿岸警備隊員の
基礎訓練の一環である
（1週間の特別沿岸警備コース ）

• OSC専任者の
フォローアップ訓練

• 船舶が装備されて
油流出対応船として就役したとき
の初期訓練

• ETVの曳航演習

ペトロザボーツク号事故
ベア島
バレンツ海
2009年5月
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フルシティ号事故―2009年7月

ご清聴ありがとうございました！

「我々の海と海岸を世界で最もきれいなものに維持するために」


